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図1 芝浦工業大学参加の状況
2022/2/28～3/5にオンラインで義守大学（台湾）から15名、スラバヤ工科大学（インドネシア）から31名，マラ工科大学（マレーシア）から10名の参加を得て総計83名の学生
で実施した。芝浦工業大学の学生は対面またはオンラインで参加した。
2/28～3/1はC言語の基本についての授業と演習を行い、3/2～3/3午前はC言語によるArduinoマイクロコントローラを利用した電子回路への入出力制御の授業と演習を
行った。対面で参加した学生と自分でキットを持っている学生はキットによる電子回路組み立てと制御を、オンラインで参加したキットを持たない学生は、AutoDesk社がWeb
上で提供しているTinkerCADによるシミュレーションシステムにより演習を行った。
3/3午後～3/4は各大学の学生1～2名が入ったA～Oまでの15グループを形成し、Arduinoキットによるシステムの構築を実施した。ディスカッションによってシステムの構成
を検討し、電子回路の組み立て、プログラムの作成をグループメンバーで協力しながら行った。
3/5は各グループによる5分のプレゼンテーションを実施した。オリジナリティ、完成度、プレゼンテーションの三観点から全学生と教員による投票を行い、評価の高かった３
グループ(1位D，2位C，3位M)の表彰を行った。
C言語演習課題40点、Arduino演習課題30点、グループワークによるシステム作成とプレゼンテーション30点の配点で採点を行い、60点以上取得した学生には、海外からの
学生も含めて２単位を認定した。

図2 ディスカッション中            図3 回路の組立て中
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